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栄
養
や
お
い
し
さ
を
高
め
る
効
果
が

あ
り
ま
す
が
、
安
全
性
を
不
安
視
す

る
消
費
者
も
い
ま
す
。
遺
伝
子
組
換

え
食
品
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年

か
ら
遺
伝
子
組
換
え
作
物
を
使
用
し

た
組
換
え
食
品
の
表
示
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
組
換
え
食
品
は
、
体

内
で
分
解
さ
れ
て
タ
ン
パ
ク
質
か
ら

「
食
品
包
装
の
お
話
〜
消
費
者
と

メ
ー
カ
ー
か
ら
見
た
包
装
の
役
割
〜
」（
そ
の
2
）

講
師

食
品
製
造
・
食
品
工
学
研
究
室
教
授
　
服
部
良
男
さ
ん

律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
う
そ
、
ご
ま
か
し
、
法
律
違
反

な
ど
多
く
の
不
祥
事
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
消
費
者
を
守
る
た
め
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
法
と
食
品
衛
生
法
が
近
年
改
正
さ

れ
、
表
示
の
基
準
や
義
務
、
罰
則
な

ど
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
述
べ
る
と
、
ア
レ
ル
ギ

ー
表
示
に
つ
い
て
は
、
卵
や
ミ
ル
ク
な

ど
重
い
ア
レ
ル
ギ
ー
が
起
こ
っ
た
品
目

の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
食

品
添
加
物
で
は
、
全
体
で
約
八
百
種
類

が
指
定
・
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
添

加
物
は
食
品
の
腐
敗
や
変
質
を
防

ぎ
、食
中
毒
を
減
少
さ
せ
る
効
果
や
、

立ち上がれ！バイオリサーチパーク⑭
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地域交流講座 
「21世紀を創るバイオの世界」 

最
近
の
消
費
者
に
と
っ
て
最
も

も
関
心
が
高
い
の
は
、
商
品
の
安

心
と
安
全
に
関
す
る
情
報
で
す
。

こ
れ
が
包
装
に
お
け
る
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
情
報
の
発
信
と
責
任
の
明

示
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
包
装
で
は
、
商
品
名
や
セ

ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
い
っ
た
販
売
促

進
の
た
め
の
情
報
の
ほ
か
に
、
製
造

年
月
日
や
賞
味
期
限
、
原
材
料
、
産

地
名
、
添
加
物
・
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質

の
有
無
、
栄
養
成
分
表
示
、
使
用
上

の
注
意
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
表

示
は
、
担
当
の
省
庁
や
関
係
す
る
法

＊
次
回
は
、倉
田
忠
男
教
授
の
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
健
康
」
で
す
。

一緒に考えましょ！男女共同参画社会 一緒に考えましょ！男女共同参画社会 

将
来 

ア
ミ
ノ
酸
と
な
る
仕
組
み
は
同
じ
で

す
が
、
分
解
が
遅
く
て
分
子
量
の
大

き
い
も
の
が
残
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
の

可
能
性
が
あ
る
と
心
配
す
る
人
も
い

ま
す
。
私
自
身
は
遺
伝
子
組
換
え
食

品
の
安
全
性
に
つ
い
て
心
配
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、不
安
を
感
じ
る
人
は
、

食
品
添
加
物
と
同
様
に
十
分
な
情
報

公
開
に
よ
っ
て
購
入
の
選
択
を
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
に
、
内
閣
府
に
食

品
安
全
委
員
会
と
い
う
組
織
が
で
き

て
、
食
品
行
政
の
一
本
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
欧
米
に
比

べ
る
と
遅
い
対
応
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
よ
り
良
い
方
向
に
向
か
う
こ
と
と

思
い
ま
す
。

※
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
…
農
林
物
資
の
規
格
化

お
よ
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律

インテリアや建築の仕事に興味があって、資
格を取るための勉強を現在しています。「ゆく
ゆくは自宅で仕事をできる資格と経験を身につ
けて、結婚や出産をしても働き続ける」のが目
標です。なぜなら、いつも家で迎えてくれる母
にも、アルバイト先で生き生きと働いている女
性にも、どちらにも魅力を感じるからです。
将来に対して、自分が「こうしたい」という
強い気持ちを持つことも大切ですが、その時に
性別にかかわらず、本人の意思で生き方を選ぶ
チャンスのある社会であってほしいと思いま
す。

自分の生き方を選べる社会に
小林 奈美さん（山谷町2・学生）

一
月
十
六
日
、
外
食
事
業
を
展
開
す

る（
株
）大
庄
に
よ
る
食
品
分
野
の
民
間

研
究
施
設
「
大
庄
総
合
科
学
新
潟
研
究

所
」
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
潟
薬
科
大
学
新
津
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣

接
す
る
場
所
に
建
て
ら
れ
た
同
研
究
所
で

は
、
大
学
よ
り
二
人
の
教
授
を
迎
え
て
、

食
品
の
「
安
全
、
安
心
、
自
然
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
共
同
で
研
究
が
進
め
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
バ
イ
オ

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
構
想
が
、
大
学
の
開
学

に
続
き
、
ま
た
一
歩
前
進
し
ま
す
。
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身近な自然 豊かなカルチャー


